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美術研究科保存修復専攻では絵画の調査が⽇常的に⾏われており、画⾯の細部に関する画像や⾃然科学的な⼿法による

データを多く得ている。これらのデータは絵画の保存や研究をする上で価値のある資料と考えられるが、これらを専攻

でアーカイブする体制が整っていない状況があった。そこで、絵画からより多くを学ぶ環境を整えることを⽬的とし、

保存修復専攻の研究活動によって得られた絵具に関するデータのアーカイブを⽬指して 2019 年度より活動してきた。

2019 年度および 2020 年度を通して、芸術資料館収蔵作品および専攻の授業である修復実習における修理作品を対象と

して⾏われる調査について、専攻として調査の実施を把握し、データを収集する仕組みの構築を⾏った。また、専攻を

修了した紀芝蓮客員研究員が 2019 年度までに実施した調査で得たデータをアーカイブするための作業も進めてきた。

紀研究員の調査は、近代⽇本画に使⽤された絵具の化学組成を明らかにすることを⽬的として実施され、芸術資料館に

収蔵されている明治 30 年代から 40 年代にかけての京都市美術⼯芸学校および京都市⽴美術⼯芸学校の絵画科卒業作品

を主要な対象としたものである。近代⽇本画では、近代になって新たに使⽤されるようになった絵具があることが知ら

れているが、これまで調査事例が少なく、その詳細は⼗分に明らかになっていない。アーカイブされるデータは、絵具

の種類や使⽤⽅法といった点からの近代⽇本画の分析への活⽤が期待される。データの種類は、画⾯の拡⼤写真、⾚外

線写真、紫外線照射写真、顕微鏡写真、蛍光Ｘ線スペクトルである。蛍光Ｘ線スペクトルとは、蛍光 X 線分光分析によ

って得られるデータで、分析対象の含有元素の情報が得られるため、絵具の同定に利⽤できるデータである。 

2021 年度は、前年度までに引き続き 18 点の卒業作品の調査データについてアーカイブを進めた。また、これに加

え、2020 年度から 2021 年度にかけて有志の学⽣によって実施された芸術資料館に収蔵されている中国絵画 8 点の調

査データをアーカイブした。この調査は、2020 年度の芸術資料館収蔵品展第 4 期「南宗憧憬─京都芸⼤の中国絵画 ⽥

能村直⼊寄贈品を中⼼に─」を機として⾏われたもので、調査の⽬的は⽩⾊顔料の同定である。中国絵画の材料研究に

ついては、⽩⾊顔料の変遷が⼗分に明らかになっておらず、それを解明していくための⼀歩として調査が実施された。

調査では、卒業作品群の調査と同様に各種写真、蛍光Ｘ線スペクトルを得たのに加え、修復分野で作品の保存状態を記

録する⽬的で作成される様式に準じた調書も作成し、作品の表具および画絹について、仕様、⼨法、保存状態を記録し

た。調査結果の概要については、本紀要の「京都市⽴芸術⼤学芸術資料館所蔵の中国明代絵画に使⽤された⽩⾊顔料─

画材の変遷の解明に向けたアーカイブ」にアーカイブしたデータの⼀部を⽰してまとめた。本年度のアーカイブにあた

り、写真の撮影条件および撮影箇所、蛍光 X 線分光分析の測定条件および測定箇所の記録とデータに齟齬がないか確

認する作業を川下理恵⽒の協⼒で⾏った。2021 年度末までに調査データの精査を終えた作品の⼀覧を次⾴に⽰した。

これまでの 3 年間の活動を通し、専攻で調査データを収集してアーカイブする体制が整いつつある。今後はより効率的

な運⽤となるように改善を図りながら、専攻内外におけるデータの共有の仕組みについても検討を進めたい。 
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調査データの精査を終えた作品⼀覧（2021 年度末） 


